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授業アイディア例 授業アイディア例

■　美化委員会からの提案について，既習事項を基に話の中心に気を付けて聞き，大事だと思ったことや考えたことをノートに書く。

■　自分の聞き方を振り返り，聞き方の工夫についての自分の課題を捉え，日常生活においても意識できるようにする。

■　各自ノートに書いた自分の考えを発表し合い，互いの考えを比べ，共通点や相違点，関連して考えたことなどを整理し，

　「聞き方のポイント」としてまとめる。

本授業アイディア例 活用のポイント!活用のポイント!

●　聞くことの能力は，学習した知識・技能を繰り返し用いたり，実際の生活場面において使いこなす機会を多くもったり
することによって身に付けることができることから，年間指導計画に意図的・計画的に位置付け，確実に指導することが
大切です。

本授業アイディア例 活用のポイント!

●　引用の必要性や効果を実感できるよう，例えば，物語の魅力を説明するために登場人物の心に残る言葉を引用したリー
フレットをつくる言語活動を設定することなどが考えられます。

国 語 「話の内容に対する聞き方を工夫しよう」「話の内容に対する聞き方を工夫しよう」

相手の話の目的や意図を捉えながら聞き，自分の考えをまとめることができる

　話の内容に対する聞き方を工夫することに課題が見られました。そこで，本アイディアでは，この課題を
解決するために，本問を活用し，提案の内容に対する聞き方を工夫することについての指導事例を紹介しま
す。なお，本アイディアは，第５学年以上を対象としています。

TYPE Ⅰ
A3

課題の見られた問題の概要と結果

A3　聞き方を工夫する
〔第５学年及び第６学年〕　Ａ　エ

学習指導要領における領域・内容

参照▶「平成27年度 報告書 小学校 国語」P.38～P.40,「平成27年度 解説資料 小学校 国語」P.25～P.27
参照▶「平成27年度 報告書 小学校 国語」P.32～P.35,「平成27年度 解説資料 小学校 国語」P.20～P.22

A3　正答率 53.2％ 　聞き方の説明として適切なものを選択する

国 語 「自分の思いや考えを根拠付けるために引用しよう」「自分の思いや考えを根拠付けるために引用しよう」

新聞のコラムを読んで，引用の仕方について理解することができる

　新聞のコラムを読み，文章全体の構成や引用箇所を捉えることに課題が見られました。そこで，本アイディ
アでは，これらの課題を解決するために，Ａ5設問二の誤答例に応じた具体的な指導の手立てを紹介します。
なお，本アイディアは，第６学年を対象としています。

TYPE Ⅰ
A5

課題の見られた問題の概要と結果

A5　新聞のコラムを読む
〔第５学年及び第６学年〕　Ｃ　ウ

学習指導要領における領域・内容

A5二　正答率 20.0％　コラムの中で筆者が引用している言葉を書き抜く

Ａ　そうじに対する取り組みの問題点などを
もとに、 提案しているんだな。
Ｂ　六年生は、「さっと取りかかり」と「す

みずみまで」については、あまりできてい
ないような気がするわ。
Ｃ　低学年にも分かりやすいな。これなら、

そうじのときに合い言葉として声をかけ合
うことになるだろうから、きっと効果が上
がるわ。

【青木さんの心の中の声】
１　提案の内容と自分たちの様子とを関係付

けながら聞いている。
２　自分が予想したとおりかどうかを確かめ

ながら聞いている。
３　どのようなことをもとにした提案なのか

を考えながら聞いている。
４　提案に対して反対の立場に立ち、疑問を

もちながら聞いている。
５　目標の達成につながる提案であるかを評

価しながら聞いている。

　Ｂの説明として１と解答していないもの
が39.5％であることから，提案の内容と
自分たちの様子とを重ね合わせて聞くこと
ができていない。

　Ａの説明として３と解答していないもの
が25.0％であることから，提案の理由に
着目して聞くことができていない。

聞き方 誤答傾向①

誤答傾向②

　引用している言葉を含む文の，
最初の５文字を書き抜いている。
■誤答例：×ある作家の

〈引用の仕方を理解する〉　
　誤答例では，文頭の５文字から
書き抜いている。引用している言
葉は，「　」で括られた部分であ
ることを理解する。

誤答傾向①
　引用した場合はかぎ（「　」）で括るこ
とは捉えている。
■誤答例：×世界本の日  ×子ども読書

〈前後の言葉に着目する〉
　「　」が付いている言葉の前後にある

「○○の言葉に」や「…と書かれている」
などの記述に着目して，引用している言
葉を判断する。

誤答傾向②
　筆者の思いや考えが書かれてい
る５のまとまりを選んでいる。
■誤答例：×世界の人々

〈文章全体の構成を捉える〉
　文章全体の構成を捉え，筆者の
思いや考えを根拠付けるために引
用していることを理解する。

誤答傾向③

話の内容に対する聞き方を工夫することについて指導することが大切です。
本問を活用した指導事例 ： 「美化委員会からの提案について，聞き方を工夫して話を聞こう」

学習活動１ 提案を聞き，大事だと思ったことや考えたことを各自ノートに書く

学習活動２ 各自ノートに書いた自分の考えを発表し合い，分類・整理する

学習活動３ 「聞き方のポイント」に気を付けてもう一度提案を聞き，自分の聞き方を振り返る
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　提案を聞くときのポイントは，主に次の
三つにまとめられます。
ポイント①　提案の理由に着目して聞く
ポイント②　提案の内容と自分（たち）の

様子とを重ね合わせて聞く
ポイント③　提案の効果や妥当性を判断し

ながら聞く
　実生活で生きて働く国語の能力として，目的
に応じて，適切に引用できるようになることは
大切です。その際，「自分の考えを補説したい」，
「説得力を高めたい」など目的意識をもたせる
ように指導します。

　コラムの構成を考え，筆者が一番伝えたい
ことは何かを捉えることで，筆者は自分の思
いや考えを根拠付けるために，３のまとまり
で，ある作家の言葉を引用していることを実
感できるように指導します。

　「聞き方のポイント」について指導する際には，次のような発
問が考えられます。
ポイント①「どのようなことを基に，どのようなことを提案して

いるのかを考えながら聞きましょう。」
ポイント②「提案を自分の知っていることや経験したことと比べ

ながら聞きましょう。」
ポイント③「提案に対して疑問をもったり，目標を達成すること

ができるかを評価したりしながら聞きましょう。」

■　各自ノートに書いた自分の考えを発表し合い，互いの考えを比べ，共通点や相違点，関連して考えたことなどを整理し，

　「聞き方のポイント」について指導する際には，次のような発
問が考えられます。
ポイント①「どのようなことを基に，どのようなことを提案して
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本問を活用した指導事例 ： 「美化委員会からの提案について，聞き方を工夫して話を聞こう」

ポイントポイント

A5設問二における誤答傾向A3における誤答傾向

　筆
者
は
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
根
拠
付
け
る

た
め
に
あ
る
言
葉
を
引
用
し
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、

ど
の
言
葉
で
す
か
。
最
も
適
切
な
言
葉
の
は
じ
め

の
五
文
字
を
書
き
ぬ
き
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
句

点
（
。）
や
読
点
（
、）、
か
ぎ
（「  

」『  

』）
は

字
数
に
ふ
く
み
ま
せ
ん
。

３
の
ま
と
ま
り
　筆
者
の
思
い
や
考
え
　

※

引
用
し
て
い
る
言
葉

「
読
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と
い
う
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の
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、
そ
の
時
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の
時
に
よ
っ
て

読
み
の
味
わ
い
が
ち
が
う
」（
あ
る
作
家
の
言
葉
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１
▼
四
月
二
十
三
日
は
「
子
ど
も
読
書
の
日
」。
世

界
で
は
「
世
界
本
の
日
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
本

と
そ
の
作
者
た
ち
を
敬
う
と
と
も
に
、
読
書
の
楽
し

み
を
味
わ
う
日
で
あ
る
。
２
▼
子
供
の
こ
ろ
、
宮
沢

賢
治
の
『
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』
に
夢
中
に
な
っ

た
。
楽
団
の
中
で
、
一
番
へ
た
な
セ
ロ
弾
き
で
あ
る

ゴ
ー
シ
ュ
が
、
動
物
た
ち
と
の
出
会
い
を
通
し
て
成

長
し
て
い
く
様
子
に
心
が
お
ど
っ
た
。
３
▼
あ
る
作

家
の
言
葉
に
、「
読
書
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
時
そ

の
時
に
よ
っ
て
読
み
の
味
わ
い
が
ち
が
う
」
と
い
う

も
の
が
あ
る
。
子
供
時
代
に
読
ん
だ
本
を
大
人
に

な
っ
て
読
み
返
す
と
、
ま
た
別
の
楽
し
み
が
味
わ
え

る
も
の
だ
。
４
▼
先
日
、『
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』

を
再
び
読
ん
だ
。
当
時
は
気
付
か
な
か
っ
た
人
物
の

見
事
な
え
が
き
方
や
た
く
み
な
描
写
に
、
賢
治
の
す

ば
ら
し
さ
を
実
感
し
た
。
５
▼
世
界
の
人
々
が
本
に

つ
い
て
考
え
る
日
。
子
供
は
も
ち
ろ
ん
、
か
つ
て
子

供
で
あ
っ
た
大
人
も
童
心
に
返
っ
て
本
を
楽
し
む
。

そ
ん
な
ひ
と
と
き
も
よ
い
も
の
だ
。

設
問
二

【
コ
ラ
ム
】 

記
事
の
中
の
▼
は
、
ま
と
ま
り
を
表
す
印
で
す
。

５
の
ま
と
ま
り
　筆
者
の
思
い
や
考
え

４
の
ま
と
ま
り
　筆
者
の
現
在
の
読
書
体
験

２
の
ま
と
ま
り
　筆
者
の
子
供
の
こ
ろ
の
読
書
体
験

１
の
ま
と
ま
り
　「子
ど
も
読
書
の
日
」
の
説
明

【
コ
ラ
ム
】
の
構
成
〔
例
〕


